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Fiery FreeForm Create
Fiery FreeForm Create はスタンドアロンのバリアブルデータ作成アプリケーションで、Fiery FreeForm バリアブ
ルデータ印刷（VDP）テクノロジーに基づいて構築されています。

メモ：本書では、「FreeForm Create」という表記は「Fiery FreeForm Create」を指します。

FreeForm Create では、視覚的で操作しやすいアプリケーションでバリアブルデータ印刷（VDP） ジョブを作
成します。

VDP ジョブでは、書類全体で共通して用いられるマスター要素セットと、出力ごとに異なるバリアブル要素
セットを組み合わせます。

これにより、パンフレットの挨拶に顧客名を入れたりデータベースから取得したその他の個人情報を使用する
など、パーソナライズされた印刷物を作成できるようになります。この場合、すべてのパンフレットに共通の
背景、イラスト、テキストブロックなどがマスター要素で、名前などの、顧客ごとに異なる情報がバリアブル
要素です。

FreeForm Create では、VDP ジョブを簡単にカスタマイズできる 2 つの異なるワークフローを使用します。

ファイルマージワークフローでは、グラフィックベースの直観的なインターフェイスを使用して、マスター書
類とバリアブル書類を組み合わせ、カスタマイズされた印刷物を作成します。

バリアブルデータ書類ワークフローでは、マスター書類をデータソーススプレッドシートの変数と直接組み合
わせて、カスタマイズされた印刷物を作成します。その際、最初にバリアブル書類を別途作成する必要がな
く、バリアブルデータ作成アプリケーションも必要ありません。

FreeForm Create は FreeForm Plus（.ffp）プロジェクトファイルを生成します。任意の.ffp プロジェクトファイ
ルをダブルクリックして、プロジェクトを Fiery FreeForm Create で直接開くことができます。

システム 要件

FreeForm Create 2.5 を実行するための最小要件は次のとおりです。

macOS

• Mac OS X 14.0 以降

• 8GB 以上の RAM（推奨）

• 7GB のハードディスクドライブ空き容量

• 最小表示解像度：1280 x 1024

Windows

• Microsoft Windows 10（64 ビット）以降

• Windows Server 2022 および Windows Server 2025

• Intel Core i3 プロセッサー以上

Fiery FreeForm Create v2.5
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• 4 GB 以上の RAM（推奨）

• 16 GB のハードディスクドライブ空き容量

• 最小表示解像度：1280 x 1024

Fiery システムでの 印刷サポート

FreeForm Create は、Fiery システムソフトウェア FS200 以降でサポートされています。FreeForm Create は Fiery
XF 9.0 以降でもサポートされています。

FreeForm Create 環境設定

FreeForm Create 内で、言語、日付と時刻の形式、測定単位などの環境設定を変更できます。

FreeForm Create 環境設定の変更

1 環境設定を変更するには、作成ウィンドウで環境設定ボタンをクリックします。

環境設定で、以下を変更できます。

• 言語：FreeForm Create で使用するデフォルト言語を選択します。

• デフォルトの単位：ピクセル、ミリメートル、インチ、センチメートルまたはポイントをデフォルトの
測定単位として選択します。

• 日付形式：日付の月、日、年を表示するデフォルトの形式を選択します。

• 時刻形式：時刻の時、分、秒、AM または PM を表示するデフォルトの形式を選択します。

• バーコードカスタマイズファイル：バーコードスタイルをカスタマイズする.json ファイルを選択しま
す。

• ファイルパス：デザインで使用するコンテンツを含むフォルダーを最大 3 つまで指定します。

• Fiery ソフトウェアの改善に協力する：切り替えボタンをクリックして、 FreeForm Create の改善に使用
される統計データを共有します。

• デフォルト設定に戻す：クリックすると、すべての環境設定が元のデフォルト設定に戻ります。

2 OK をクリックします。

Fiery FreeForm Create でライトテーマまたはダークテーマを選択します。

Fiery FreeForm Create は、暗い環境での目の疲れを軽減し、オペレーティングシステムや他のデザインツール
の外観と調和する完全なダークテーマを提供します。ライトテーマ、ダークテーマのいずれかを選択するか、
アプリケーションにシステムの表示設定に合わせて自動的に調整させることができます。

ダークモードとライトモードを切り替えるには、次の要件が必要です。

• Fiery FreeForm Create 2.5 以降

• macOS 13.0 以降、または Windows 10（64 ビット）以降

Fiery FreeForm Create v2.5
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テーマセレクターを使用すると、アプリケーションの外観を ライト、 ダーク、または システムに設定できま
す。この設定は、メニュー、ツールバー、パネル、ダイアログ、プロパティインスペクター、コンテキストメ
ニューなど、アプリケーションインターフェイス全体に適用されます。

1 Fiery FreeForm Create で、環境設定を開きます。

2 テーマセレクターを見つけて、次のいずれかのオプションを選択します。

• ライト：標準のライトインターフェイスを表示します。

• ダーク：すべてのアプリケーション画面でダークインターフェイスを表示します。

• システム：現在のオペレーティングシステムの外観設定に自動的に合わせます。

メモ：システムに設定すると、アプリケーションは、再起動することなく、オペレーティングシステム
の外観が変更されるたびにテーマを動的に更新します。

3 背景：6 つのカラーオプションから 1 つを選択して、ホーム画面の背景グラデーションをカスタマイズで
きます。

4 環境設定を閉じます。
選択したテーマはすぐに有効になります。

メモ：

テーマを変更しても、書類の内容や印刷出力に変更が加えられたり、色が変わったり、その他の影響が生
じたりすることはありません。

選択したテーマは、アプリケーションのセッションをまたいで保持されます。次回 Fiery FreeForm Create を
開くと、前回選択していたテーマが自動的に復元されます。
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ファイルマージワークフロー
FreeForm Create のファイルマージワークフローでは、マスター書類とバリアブル書類を組み合わせます。

ファイルマージワークフローでは、FreeForm バリアブルデータテクノロジーを使用して、1 つ以上のマスター
ファイルとバリアブル PDF 書類を組み合わせて、Fiery サーバーで印刷される単一の VDP ジョブを作成しま
す。FreeForm Create では、グラフィックインターフェイスを使用してファイルをマージして、VDP ジョブの
最終的な外観を指定します。

このワークフローは、Enhanced FreeForm の既存ユーザーが視覚的で操作しやすい方法でマスター書類とバリ
アブル書類を組み合わせたいと考えている場合に最適です（Command WorkStation でジョブのプロパティから
アクセスします）。

メモ：ファイルマージワークフローまたはバリアブルデータワークフローから、いつでもホーム（ ）をク
リックしてホーム画面に戻ることができます。

マージ書類の作成

FreeForm Create では、ユーザーの仕様に従ってマスター書類とバリアブル書類を組み合わせ、Fiery サーバー
で印刷できる FreeForm ファイルを作成します。

以下の点に留意してください。

• .pdf 形式のマスター書類が必要

• .pdf 形式のバリアブル書類が必要

1 ファイル > 新規をクリックし、ファイルマージを選択するか、ホーム画面から新規 > ファイルマージ書類
を選択します。

2 次のいずれかを行って、マスター書類を選択します。

• クリックして参照を選択し、マスター書類を参照して選択する、または

• マスター書類ファイルをマスター書類の選択ウィンドウ上の指定のドロップ位置までドラッグする

マスターページは順番に表示されます。ドラッグしてページの順番を変更できます。

3 オプション: バリアブルデータデザインにおいて、マスター書類として使用する PDF ファイルを複数選択
することができます。この機能により、表と裏のアートワークが別々の PDF ファイルで提供されている両
面はがき、名刺、または複数ページの書類を効率的に処理できます。複数の PDF マスターファイルを使用
するには、次のいずれかを選択します。

• クリックしてアップロードを選択して PDF マスターファイルを参照し、Windows の場合は Ctrl キー、
macOS の場合は Cmd キーを押しながら、2 つ以上の PDF ファイルを選択します。

• マスター書類の選択ウィンドウ内のドロップゾーンに、複数の PDF ファイルをドラッグします。
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• デザインウィンドウの左のパネルにあるマスターファイルペインで追加（ ）をクリックして、マスタ
ーに PDF ファイルをさらに追加します。

• マスターページの順序を変更するには、ウィザード内でマスター PDF ファイルをドラッグするか、デザ
インウィンドウの左のパネルにあるマスターファイルペインで各ファイル名の横にあるドラッグハンド

ル を使用します。

4 オプション: 間違ったファイルを選択した場合は、次のいずれかを行います。

• 変更をクリックして、正しいファイルを参照する

• 除去をクリックして、選択をクリアする

5 次へをクリックします。

6 次のいずれかを行って、バリアブル書類を選択します。

• 参照をクリックし、バリアブル書類を見つけて選択する

• バリアブル書類ファイルをバリアブル書類の選択ウィンドウ上の指定のドロップ位置までドラッグする

メモ：バリアブル書類は PDF である必要があります。

バリアブル書類の最初のページが表示されます。

7 オプション: 間違ったファイルを選択した場合は、次のいずれかを行います。

• 変更をクリックして、正しいファイルを参照する

• 除去をクリックして、選択をクリアする

8 作成をクリックする

9 結合した書類にマスターページとバリアブルページを割り当てます。

10 マージ書類を保存するか、Fiery サーバーに送信して印刷します。

デザインファイルの変更

ファイルマージのデザインで使用するマスターファイルまたはバリアブルファイルを変更します。

ファイルマージのデザインには、マスターファイルとバリアブルファイルが含まれています。バリアブルファ
イルを変更せずに、ファイルマージで使用するマスターファイルを変更してデザインを更新することができま
す。また、マスターファイルを変更せずに、バリアブルファイルを変更して新しい対象ユーザー向けに変数情
報を更新することもできます。
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マスター PDF ファイルの追加、変更、削除

デザインにマスター PDF ファイルを追加したり、デザイン内の既存のマスター PDF ファイルを変更したり、
不要なマスター PDF ファイルをデザインから削除したりできます。以下から選択します。

1 デザインにマスターファイルを追加するには、デザインウィンドウの左のパネルにあるマスターファイル

ペインで追加（ ）をクリックします。

a)目的のマスターファイルをドラッグするか、探して選択し、完了をクリックします。

2
デザイン内の既存のマスターファイルを変更するには、 変更（ ）をクリックし、 ファイルを変更を選択
します。

a)目的のマスターファイルをドラッグするか、探して選択し、完了をクリックします。

3 マスターページの順序を変更するには、ウィザード内でマスター PDF ファイルをドラッグするか、デザイ
ンウィンドウの左のパネルにあるマスターファイルペインで各ファイル名の横にあるドラッグハンドル

を使用します。

4
デザイン内の既存のマスターファイルを削除するには、 変更（ ）をクリックし、 ファイルを削除を選択
し、完了をクリックします。

バリアブルファイルの変更

1
デザインウィンドウの左にあるパネルで、バリアブルファイルの をクリックします。

2 変更をクリックします。

3 目的のバリアブルファイルを選択し、完了をクリックします。

メモ：バリアブルファイルは PDF である必要があります。

ファイルマージのデザインにバリアブルページを割り当てる

ファイルマージワークフロー内の特定のマスターページに特定のバリアブルページを割り当てます。

以下の点に留意してください。

マスター書類とバリアブル書類が必要です。

結合した書類のページ数とページの順序が正しいことを確認します。

1 ファイルマージのデザインを開くか作成します。

2 レコードごとのバリアブルページ数を参照してください。

メモ：レコードごとのバリアブルページ数は、VDP レコードを構成するバリアブルページの数を制御しま
す。
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3 バリアブル書類パネルから、次のいずれかを行います。

• レコードごとの結合ページ数で、割り当てるバリアブルページを結合ページにドラッグする

• レコードごとの結合ページ数パネルで、結合ページの変数ボックスにバリアブルページ番号を入力する

メモ：レコードごとの結合ページ数パネルの下部にあるナビゲーションバーを使用すると、結合ページ間
を移動できます。

メモ：バリアブル書類パネルの上部にあるナビゲーションバーを使用すると、使用可能なバリアブルペー
ジ間を移動できます。

更新された結合ページが表示されます。

4 必要に応じて手順 3 を繰り返し、バリアブルページを割り当てます。

メモ：1 つのバリアブルページを複数の結合ページに割り当てることができます。

ファイルマージのデザインにページを追加する

1 ファイルマージのデザインを開くか作成します。

2 ページを追加するには、次のいずれかを行います。

• レコードごとの結合ページ数パネルで、ページを右クリックしてページを前に追加またはページを後に
追加を選択する

• レコードごとの結合ページ数パネルで、ページを選択し、 をクリックしてページを前に追加または
ページを後に追加を選択する

• 概要パネルで、レコードごとの結合ページ数の値を増やして、ファイルマージデザインの末尾にページ
を追加する

3 新しいページを選択します。

4 新しいページにマスターページやバリアブルページを割り当てます。

メモ：ブランクページを挿入するには、マスターページとバリアブルページを割り当てません。

ファイルマージのデザインからページを削除する

1 ファイルマージのデザインを開くか作成します。

2 ページを削除するには、次のいずれかを行います。

• レコードごとの結合ページ数パネルで、ページを右クリックして削除を選択する

• レコードごとの結合ページ数パネルで、ページを選択して をクリックする

Fiery FreeForm Create v2.5
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ファイルマージのデザインのプレビュー

保存または印刷する前に、ファイルマージワークフローでバリアブル書類とマスター書類を組み合わせた結果
を確認します。

1 ファイルマージのデザインを開くか作成します。

2 プレビューをクリックします。

3 プレビューウィンドウの下部にあるコントロールバーを使用して、ファイルマージデザインのページをレ
コード単位またはページ単位で移動します。前のレコードまたは次のレコードへ移動するには、前のレコ
ードおよび次のレコードの矢印ボタンを使用します。

メモ：ページナビゲーションバーを右クリックしてコンテキストメニューを開き、フローティング表示ま
たは下部に固定のいずれかを選択することで、ワークスペース内でのツールバーの位置をカスタマイズで

きます。ツールバーをフローティング表示に設定した場合、 ボタンを押してドラッグするとコントロ
ールバーを移動できます。Fiery FreeForm Create では、ページフッターツールバーをフローティング表示ま
たは固定すると、設定が自動的に保存され、アプリケーションを再起動してもその位置が保持されます。

4 プレビューを確認します。

をクリックするとズームイン、 をクリックするとズームアウトできます。
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バリアブルデータ書類ワークフロー
FreeForm Create のバリアブルデータ書類ワークフローでは、データソース書類から得られる情報をマスター書
類と組み合わせます。

バリアブルデータ書類ワークフローでは、データソース書類に含まれている情報（テキスト、バーコード、画
像、小さな 1 ページ PDF ファイルなど）をマスター書類と組み合わせて VDP ジョブを作成します。その際
に、バリアブル書類ファイルを別途作成したり、バリアブルデータアプリケーションを別途使用する必要はあ
りません。

FreeForm Create では、変数を操作し、必要な量の情報をマスターに追加できます。

メモ：ファイルマージワークフローまたはバリアブルデータワークフローから、いつでもホーム（ ）をク
リックしてホーム画面に戻ることができます。

データソース書類の作成

FreeForm Create のバリアブルデータ書類ワークフローで使用するデータソース書類を作成します。

なお、FreeForm Create でサポートしているデータソース書類の形式は.xlsx、.xls、.csv のみです。バリアブル
データ書類ワークフロー用のデータソース書類を作成するには、サポートされている形式で書類を保存できる
スプレッドシートアプリケーションを使用します。

バリアブルデータ書類ワークフローで、データソース書類は結合された書類で使用されるバリアブル情報を提
供します。

1 スプレッドシートアプリケーションで、最初の行に変数名を入力します。セルごとに 1 つの変数名を使用
します。

• スプレッドシートの最初の行は列見出しとして機能し、バリアブルフィールドの名前を示します。

• 各列にはバリアブルフィールドを指定します。

• 10 列のデータソース書類には、10 個のバリアブルフィールドがあります。

2 ファイルアクセラレータを使用して、最初の行に画像タイプとバーコードタイプの変数を指定します。

変数タイ

プ

ファイルア

クセラレー

タ

列見出しの例 データソースの変数エ

ントリ

変数ファイルの場所

画像 [] []images C:/users/John/
pictures/pic001.png

C:/users/John/pictures/pic001.png

画像 [] [C:/users/John/
pictures]images

pic002.png C:/users/John/pictures/pic002.png

Fiery FreeForm Create v2.5
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変数タイ

プ

ファイルア

クセラレー

タ

列見出しの例 データソースの変数エ

ントリ

変数ファイルの場所

画像 [~] [~/images]images ./pic003.png C:/users/John/project/images/
pic003.png

データソースファイルが C:/users/
John/project にある場合

画像 [~/] [~/]MyImage pic.003.png [環境設定で入力したファイルパス]/
pic003.png

画像 [~/pictures] [~/pictures]MyImage pic.003.png [環境設定で入力したファイルパス]/
pictures/pic003.png

画像 [~/pictures/
travel]

[~/pictures/
travel]MyImage

pic.003.png [環境設定で入力したファイルパス]/
pictures/travel/pic003.png

PDF {} {}pdfs C:/users/John/pdfs/
pdf001.pdf

C:/users/John/pdfs/pdf001.pdf

PDF {} {C:/users/John/
pdfs}pdfs

pdf002.pdf C:/users/John/pdfs/pdf002.pdf

PDF {~} {~}pdfs ./pdf003.pdf C:/users/John/project/pdfs/
pdf003.pdf

データソースファイルが C:/users/
John/project にある場合

PDF {~/} {~/}MyPDF pdf003.pdf [環境設定で入力したファイルパス]/
pdf003.pdf

PDF {~/PDFfiles} {~/PDFfiles}MyPDF pdf003.pdf [環境設定で入力したファイルパス]/
PDFfiles/pdf003.pdf

PDF {~/PDFfiles/
invoices}

{~/PDFfiles/
invoices}MyPDF

pdf003.pdf [環境設定で入力したファイルパス]/
PDFfiles/invoices/pdf003.pdf

バーコー

ド（例：

QR コー

ド内の

URL）

| |barcodes http://
examplesite.com/
barcodes/A001

http://examplesite.com/barcodes/
A001

数量 # #quantity 200

3 レコードを入力します。

• 各行は、1 つのレコードの変数を指定します。

• 11 行のデータソース書類には、10 個のレコードがあります（最初の行は列ヘッダーです）。

Fiery FreeForm Create v2.5
バリアブルデータ書類ワークフロー

14



4 ファイルを保存します。

メモ：FreeForm Create では、データソース書類が.xlsx、.xls、.csv のいずれかの形式でなければなりません。

データソース書類にレコード数量を追加する

FreeForm Create から Fiery サーバーにデザインを送信する際は、データソース書類にレコード数量を追加し
て、レコードを複数部数印刷することができます。これは名刺のように各レコードの部数を多数印刷する必要
がある特定のジョブを印刷する場合や、面付けワークフローをサポートする場合に便利です。

なお、FreeForm Create でサポートしているデータソース書類の形式は.xlsx、.xls、.csv のみです。

1 スプレッドシートアプリケーションで、データソース書類を開きます。

2 #数量をヘッダーとした列を追加します。

3 同じ列に各レコードに必要な部数を入力します。

4 ファイルを保存します。

バリアブルデータ書類の作成

マスター書類とデータソースファイルを組み合わせ、Fiery サーバーで印刷できる FreeForm Create ファイルを
作成します。

以下の点に留意してください。

• .pdf 形式のマスター書類が必要

• カスタム変数、または.xlsx、.xls、.csv のいずれかの形式のデータソース書類が必要

1 ファイル > 新規をクリックし、変数ベースを選択するか、ホーム画面から新規 > バリアブルデータ書類 を
選択します。

2 次のいずれかを行って、マスター書類を選択します。

• クリックして参照を選択し、マスター書類を参照して選択する、または

• マスター書類ファイルをマスター書類の選択ウィンドウ上の指定のドロップ位置までドラッグする

マスターページは順番に表示されます。ドラッグしてページの順番を変更できます。

3 オプション: バリアブルデータデザインにおいて、マスター書類として使用する PDF ファイルを複数選択
することができます。この機能により、表と裏のアートワークが別々の PDF ファイルで提供されている両
面はがき、名刺、または複数ページの書類を効率的に処理できます。複数の PDF マスターファイルを使用
するには、次のいずれかを選択します。

• クリックしてアップロードを選択して PDF マスターファイルを参照し、Windows の場合は Ctrl キー、
macOS の場合は Cmd キーを押しながら、2 つ以上の PDF ファイルを選択します。

• マスター書類の選択ウィンドウ内のドロップゾーンに、複数の PDF ファイルをドラッグします。

Fiery FreeForm Create v2.5
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• デザインウィンドウの左のパネルにあるマスターファイルペインで追加（ ）をクリックして、マスタ
ーに PDF ファイルをさらに追加します。

• マスターページの順序を変更するには、ウィザード内でマスター PDF ファイルをドラッグするか、デザ
インウィンドウの左のパネルにあるマスターファイルペインで各ファイル名の横にあるドラッグハンド

ル を使用します。

4 オプション: 間違ったファイルを選択した場合は、次のいずれかを行います。

• 変更をクリックして、正しいファイルを参照する

• 除去をクリックして、選択をクリアする

5 次へをクリックします。

6 次のいずれかを行って、データソース書類を選択します。

• 参照をクリックし、データソース書類を見つけて選択する

• データソース書類ファイルをデータソース書類の選択ウィンドウ上の指定のドロップ位置までドラッグ
する

メモ：データソース書類は.xlsx、.xls、.csv のいずれかのファイルである必要があります。

データソース書類に記載されている変数が表示されます。

7 オプション: 間違ったファイルを選択した場合は、変更をクリックして正しいファイルを参照します。

8 変数として使用する列をデータソース書類から選択します。

メモ：画像変数の場合は を選択し、バーコード変数の場合は を選択します。

9 作成をクリックします。

10 変数を追加し、必要に応じて編集します。

11 バリアブルデータ書類を保存するか、Fiery サーバーに送信して印刷します。

バリアブルデータ書類デザインでファイルを変更する

バリアブルデータ書類デザインで使用するマスターファイルまたはデータソースファイルを変更します。

バリアブルデータ書類デザインでは、1 つ以上のマスターファイルとデータソースファイルを組み合わせて
VDP 出力を作成します。バリアブルデータ書類デザインで使用するマスターファイルを変更して、データソ
ースファイルを変更せずにデザインを更新できます。また、マスターファイルを変更せずにデータソースファ
イルを変更して、新しい対象ユーザー向けに変数情報を更新することもできます。

マスターファイルを編集する

1 デザインウィンドウで、マスターファイルのページを右クリックします。
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2 次のいずれかを選択します。

• 以前にコピーしたページを挿入するには、貼り付けを選択します。

• 選択したページの前にブランクページを挿入するには、ページを前に追加を選択します。

• 選択したページの後にブランクページを挿入するには、ページを後に追加を選択します。

• 選択したページをデザインから削除するには、ページを削除を選択します。

マスター PDF ファイルの追加、変更、削除

デザインにマスター PDF ファイルを追加したり、デザイン内の既存のマスター PDF ファイルを変更したり、
不要なマスター PDF ファイルをデザインから削除したりできます。以下から選択します。

1 デザインにマスターファイルを追加するには、デザインウィンドウの左のパネルにあるマスターファイル

ペインで追加（ ）をクリックします。

a)目的のマスターファイルをドラッグするか、探して選択し、完了をクリックします。

2
デザイン内の既存のマスターファイルを変更するには、 変更（ ）をクリックし、 ファイルを変更を選択
します。

a)目的のマスターファイルをドラッグするか、探して選択し、完了をクリックします。

3 マスターページの順序を変更するには、ウィザード内でマスター PDF ファイルをドラッグするか、デザイ
ンウィンドウの左のパネルにあるマスターファイルペインで各ファイル名の横にあるドラッグハンドル

を使用します。

4
デザイン内の既存のマスターファイルを削除するには、 変更（ ）をクリックし、 ファイルを削除を選択
し、完了をクリックします。

データソースの変更

1 デザインウィンドウの左のパネルにあるデータソースペインで、該当するデータソースのデータファイル
を変更（ ）をクリックします。

2 ウィザードでファイルを変更をクリックします。

3 目的のデータソースファイルを探して選択し、開くをクリックしてから、完了をクリックします。

メモ：データソース書類は.xlsx、.xls、.csv のいずれかのファイルである必要があります。
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データソーステンプレートのエクスポート

プロジェクトの列ヘッダでフォーマットされたサンプルデータソースファイルをデザインウィンドウから保
存できます。

1 デザインウィンドウの左のパネルにあるデータソースペインで、データソーステンプレートをエクスポー
ト（ ）をクリックします。

2 テンプレートに使用するデータファイルの種類を次から 1 つ選択します。

• .csv

• .xls

• .xlsx

3 データテンプレートファイルに名前を付け、保存場所を選択して、保存をクリックします。

データプリフライトの確認

データプリフライトを使用して、デザインを作成する前にバリアブルデータを確認します。データプリフライ
トウィンドウには、データソースのすべてのテキスト、画像、PDF、およびバーコードが表示され、それぞれ
の横に検証結果を示す記号が表示されます。グリーンのチェックマークは合格、レッドの X はエラー、イエ
ローのチェックマークはスキップを意味します。
この機能を使用すると、データプリフライトアイコンの表示が変わります。すべてのバリアブルデータが検証
に合格すると、データプリフライトアイコンにグリーンのチェックマークが表示されます。未解決のエラーが
ある場合は、エラーが解決されるまで、データプリフライトアイコンにレッドの X 印が表示されます。

1 デザインウィンドウのナビゲーションパネルで、チェックマーク（ ）をクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• データ検証に合格した場合は、閉じるをクリックします。

• データの検証に失敗した場合は、検証エラーセクションでエラーの理由を特定します。レポートのエク
スポートをクリックすると、レポートのコピーを.csv ファイルとしてエクスポートできます。

• 閉じるをクリックして、データプリフライトを終了します。

3 データプリフライトアイコンにレッド X が表示されている場合は、データソースのエラーを修正し、ホイ

ール（ ）をクリックして FreeForm Create ナビゲーションパネルでデータソースファイルを再選択しま
す。

4 データ検証に合格するまで、データプリフライトでバリアブルデータを再度確認します。

バリアブルフィールドの追加

バリアブルデータ書類のデザインでページにバリアブルフィールドを追加します。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開くか作成します。

2 ナビゲーションバーを使用して、変数を追加するページに移動します。
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3 デザインウィンドウで、追加するバリアブルフィールドを検索します。

デザインウィンドウの左側のパネルにあるバリアブルフィールドを検索ボックスを使用して、変数を検索
します。

4 変数をクリックし、ページ上の目的の場所にドラッグします。

メモ：変数を既存のテキストブロックに直接ドラッグすると、 FreeForm Create は変数をドロップしたテキ
ストカーソルの正確な位置に変数を挿入します。

5 プロパティパネルに一覧表示されているバリアブルプロパティを必要に応じて編集します。

ワークスペースパネルとページツールバーのカスタマイズ

デザインウィンドウとプレビューウィンドウのレイアウトは、インターフェイスパネルをフローティング、固
定、折りたたみ、非表示にしたり、ページナビゲーションツールバーの位置を変更したりしてカスタマイズで
きます。

パネルのフローティング、固定、折りたたみ、または非表示

• パネルのフローティング：書類パネルまたはプロパティパネルの上隅にあるパネルをフローティング表示
（ ）をクリックすると、そのパネルがフローティングウィンドウとして分離されます。

• パネルの固定：フローティングパネルのパネルを固定（ ）をクリックすると、そのパネルをワークスペ
ースの左側または右側に固定できます。

• パネルの折りたたみまたは展開：パネルの枠にあるパネルを折りたたむ矢印をクリックすると、パネルが
細いサイドバーに縮小されます。折りたたまれたパネル内の任意の場所をクリックすると、パネルが展開
されます。

移動可能なページフッターツールバーの使用

デザインウィンドウとプレビューウィンドウの下部にあるコントロールバーを使用すると、レイアウトツール
にアクセスしたり、レコード単位またはページ単位でデザイン内を移動したりできます。

ページフッターツールバーのフローティングまたは固定

ページフッターツールバーをフローティング表示または固定するには、ツールバーを右クリックし、フローテ
ィング表示または下部に固定のいずれかを選択して、ワークスペース内でのツールバーの位置をカスタマイズ

します。ツールバーをフローティング表示に設定した場合、 ボタンを押してドラッグするとコントロー
ルバーを移動できます。Fiery FreeForm Create では、ページフッターツールバーをフローティング表示または
固定すると、設定が自動的に保存され、アプリケーションを再起動してもその位置が保持されます。

• パネルのフローティング：書類パネルまたはプロパティパネルの上隅にあるパネルをフローティング表示
（ ）をクリックすると、そのパネルがフローティングウィンドウとして分離されます。

• パネルの固定：フローティングパネルのパネルを固定（ ）をクリックすると、そのパネルをワークスペ
ースの左側または右側に固定できます。

• パネルの折りたたみまたは展開：パネルの枠にあるパネルを折りたたむ矢印をクリックすると、パネルが
細いサイドバーに縮小されます。折りたたまれたパネル内の任意の場所をクリックすると、パネルが展開
されます。
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ツールバーユーティリティの使用

•
ズームレベル：ズームメニューを使用してズームレベルを選択するか、 をクリックしてズームイン、

をクリックしてズームアウトします。

• ウィンドウに合わせる：ウィンドウに合わせる（ ）を選択すると、FreeForm Create アプリケーションウ
ィンドウに合うようにデザインが拡大縮小されます。

• 幅に合わせる：幅に合わせる（ ）を選択すると、FreeForm Create アプリケーションウィンドウの幅に合
うようにデザインが拡大縮小されます。

• 高さに合わせる：高さに合わせる（ ）を選択すると、FreeForm Create アプリケーションウィンドウの高
さに合うようにデザインが拡大縮小されます。

• ズームリセット：ズームリセット（ ）を選択すると、ズームレベルが 100%にリセットされます。

• ページとレコード：表示するページ番号を選択するか、ページまたはレコードの矢印を使用してデザイン
内を前後に移動します。

メモ：レコードの矢印は プレビューウィンドウでのみ使用できます。

メモ：次のツールは、デザインウィンドウでのみ使用できます。

•
グリッドの表示/非表示：グリッドを表示（ ）をクリックすると、調整グリッドが表示されます。も
う一度クリックすると、調整グリッドが非表示になります。

• ガイドスナップの有効化：ガイドスナップを有効化（ ）をクリックすると、調整グリッドへのスナッ
プが有効になります。もう一度クリックすると、調整グリッドへのスナップが無効になります。

•
PDF ページボックスの表示/非表示：PDF ページボックスを表示（ ）をクリックすると、PDF クロッ
プボックス、ブリードボックス、トリムボックスが表示されます。もう一度クリックすると、PDF ページ
ボックスが非表示になります。

• ルーラーの表示/非表示：ルーラーを表示（ ）をクリックすると、ルーラーが表示されます。もう一度
クリックすると、ルーラーが非表示になります。

ルーラーでのガイドラインの使用

ルーラーを表示が選択されている場合、レイアウトデザインを補助するカスタムガイドラインを作成できま
す。

• カスタムガイドラインの追加：カスタムガイドラインを追加するには、水平ルーラーまたは垂直ルーラー
でガイドラインを追加したい場所をクリックするか、デザイン上で右クリックして水平ガイドを追加また
は垂直ガイドを追加を選択します。ガイドスナップを有効化でガイドラインを使用して、オブジェクトを
カスタムガイドラインにスナップできます。

• カスタムガイドラインの移動：カスタムガイドラインを移動するには、既存のガイドラインをクリックし
て新しい位置にドラッグします。

• カスタムガイドラインの削除：カスタムガイドラインを削除するには、既存のガイドラインを右クリック
し、ガイドを削除を選択します。
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位置とサイズの変数

バリアブルデータドキュメントのデザインでは、X 軸と Y 軸のオフセットを指定して、1 つ以上の変数をデザ
イン内の正確な位置に配置できます。X 軸と Y 軸の値は、デザインの左上隅からのオフセットをポイント単
位で指定します。幅と高さの値をポイントで指定して、バリアブル要素のサイズを変更できます。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開くか作成します。

メモ：グリッドを表示を選択すると、グリッド線が表示され、デザイン内の選択オブジェクトの X/Y 座標
をリアルタイムで表示できます。

2 1 つ以上のバリアブルオブジェクトを選択します。2 つ以上のバリアブルオブジェクトを選択する場合は、
次のいずれかの方法を使用します。

• 変数をクリックして選択し、Shift キーを押しながら追加の変数をクリックして選択範囲に含めます。

• マスターページ上をクリックしてドラッグし、ボックスのサイズを調整して、選択範囲内にあるすべて
の変数を選択します。

3 選択範囲をデザインの左端からオフセットする X 値をポイントで指定します。

4 選択範囲をデザインの上端からオフセットする Y 値をポイントで指定します。

5 選択範囲の幅を変更するには、W 値をポイントで指定します。

6 選択範囲の高さを変更するには、H 値をポイントで指定します。

メモ：

幅と高さの調整は、すべてのバーコードタイプで使用できるわけではありません。

変数の配置

バリアブルデータ書類のデザインでは、変数配置ボタンを使用して、選択した領域内にある 2 つ以上の変数の
グループを自動的に配置します。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開くか作成します。

2 次のいずれかの方法で、2 つ以上のバリアブルオブジェクトを選択します。

メモ：配置機能を利用できるようにするには、1 つのマスターページ上で 2 つ以上の変数が選択されてい
る必要があります。

• 変数をクリックして選択し、Shift キーを押しながら追加の変数をクリックして選択範囲に含めます。

• マスターページ上をクリックしてドラッグし、ボックスのサイズを調整して、選択範囲内にあるすべて
の変数を選択します。
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3 適切な配置ボタンをクリックします。

• 水平方向に割付（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域内で水平方向に均等に配
置する

• 垂直方向に割付（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域内で垂直方向に均等に配
置する

メモ：水平方向に割付と垂直方向に割付機能を利用できるようにするには、1 つのマスターページ上で 3 つ
以上の変数が選択されている必要があります。

• 左に位置揃え（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域の左端に揃える

• 縦中央に位置揃え（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域の縦方向の中央に揃え
る

• 右に位置揃え（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域の右端に揃える

• 上に位置揃え（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域の上端に揃える

• 横中央に位置揃え（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域の横方向の中央に揃え
る

• 下に位置揃え（ ）：選択したバリアブルオブジェクトを、選択した領域の下端に揃える

テキストの管理

テキストフィールドプロパティ

バリアブルデータ書類デザインの編集時に使用できるさまざまなテキストバリアブルフィールドプロパティ
の一覧

表 1: テキストフィールドプロパティ

変数タイプ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 関数

テキストフィールド/
カスタムテキスト/デ
ータオブジェクト

変数 データを含まないフィールドは、1 つのテキスト

ボックスに重ねて表示されると折りたたまれま

す。

テキストボックスに

含まれている変数を

表示する

ファイル名 ドラッグアンドドロップ FreeForm Plus 書類フ

ァイル名を表示しま

す。
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変数タイプ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 関数

ページ番号 ドラッグアンドドロップ レコードページ番号

を表示します。

日付 形式

• MM/DD/YYYY

• M/D/YY

• DD-MMM-YY

• MM-DD-YYYY

• YYYY-MM-DD

• MMMM DD, YYYY

• DD MMMM, YYYY

• dddd, MMMM DD, YYYY

• dddd, DD MMMM YYYY

• L

• LL

印刷時の日付を表示

します。

日付の表示に使用す

る形式を選択します。

時刻 形式

• hh:mm A

• hh:mm:ss A

• hh:mm

• hh:mm:ss

• LT

• LTS

印刷時刻を表示しま

す。

時刻の表示に使用す

る形式を選択します。

レコード ID ドラッグアンドドロップ FreeForm Plus レコー

ド番号を表示します。
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変数タイプ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 関数

順序番号 開始 指定された開始番号

と段階的増加量で各

レコードに数字シー

ケンスを生成します。

メモ：ネガティブ段階

的増加量を指定する

と、順序番号は開始数

字から降順にカウン

トされます。

順序番号の最小桁数

を指定します。指定

された桁数より少な

い数字では、指定され

た最小長を満たすた

めに、先行する 0 を追

加で埋め込みます。

ステップ

桁数

接頭辞 順序番号の前に付け

るテキストの接頭辞

文字列を指定します。

接尾辞 順序番号の後に付け

るテキストの接尾辞

文字列を指定します。

テキスト スタイルを適用するメニュー スタイルマネージャ
ーで作成したローカ

ルスタイルまたはグ

ローバルスタイルか

ら選択します。

フォント フォントメニュー システムで使用でき

るフォントから選択

します。

フォントの太さメニュー 選択したテキストボ

ックスで使用するフ

ォントの太さを変更

します。

フォントサイズテキストボックス フォントサイズをポ

イントで選択します。

マスターで使用されているフォントメニュー 選択して、マスターフ

ァイルで使用されて

いるフォントを確認

します。
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変数タイプ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 関数

リッチテキストを編
集

リッチテキストを編集ボタン クリックすると、リッ

チテキストエディタ

ーウィンドウが開き

ます。

行の高さ 行の高さテキストボックス 増減して、テキストの

行間を調整します。

角度 角度テキストボックス バリアブルテキスト

フィールドボックス

の角度を度で設定し

ます。

テキスト装飾 下線ボタン 下線テキストスタイ

ルを適用する場合に

選択します。

テキスト変換 大文字ボタン テキストを大文字に

変換します。

小文字ボタン テキストを小文字に

変換します。

タイトルケースボタ

ン

テキストをタイトル

ケース（各単語の最初

の文字を大文字）に変

換します。
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変数タイプ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 関数

表示 テキストカラーボックス カラーピッカータブ

またはスポットカラ
ータブを使用して、テ

キストのカラーを選

択します。

メモ：色はカラーパレ

ットツールを使用し

て CMYK、HSL、
Hex、RGB で選択する

か、カスタムスポット

カラーを追加するこ

とによって選択でき

ます。

カラー選択ウィンド

ウのスポットカラー
タブにあるインポー

トアイコンをクリッ

クして、Adobe Swatch
Exchange（.ase）形式ま

たは Color Exchange
Format（.cxf）形式でカ

スタムスポットカラ

ーをインポートしま

す。

色を選択しカラー追
加をクリックして、色

をプリセットカラー
として保存します。
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変数タイプ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 関数

背景色 • 背景色 切り替えボタン

• カラーボックス

• 余白数値ボックス

背景色切り替えボタ

ンをクリックして、強

調表示されたテキス

ト要素の背後に背景

の塗りつぶし色を有

効にします。

カラーボックスをク

リックすると、テキス

トフィールドボック

ス内の背景色を変更

できます。

メモ：色はカラーパレ

ットツールを使用し

て CMYK、HSL、
Hex、RGB で選択する

か、カスタムスポット

カラーを追加するこ

とによって選択でき

ます。

カラー選択ウィンド

ウのスポットカラー
タブにあるインポー

トアイコンをクリッ

クして、Adobe Swatch
Exchange（.ase）形式ま

たは Color Exchange
Format（.cxf）形式でカ

スタムスポットカラ

ーをインポートしま

す。

色を選択しカラー追
加をクリックして、色

をプリセットカラー
として保存します。

余白値を指定すると、

選択したテキスト要

素の背後にある背景

色領域のサイズが大

きくなります。

テキスト変数の角度を変更する

変数ベースのデザインに追加したテキスト変数の角度を変更します。

1 テキスト変数を配置したページに移動します。
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2 中央パネルのテキスト変数ボックスをクリックして選択します。
選択すると、中央パネルの変数が、上部から線が伸びた赤いボックスで囲まれます。

3 選択ボックスの上部から伸びた赤い線の上端にカーソルを置き、カーソルが十字形になったところで止め
ます。

4 次のいずれかの操作を行います。

• テキストを水平から反時計回りに回転させる角度を入力するか、上下の矢印を使用してテキストの角度
を調整します。

• クリックして長押しし、テキスト変数が目的の角度になるまでカーソルをドラッグします。

リッチテキスト書式を使用してテキストを書式設定する

Fiery FreeForm Create では、リッチテキスト書式がサポートされています。太字、斜体、下線、フォント、フ
ォントサイズ、カラーなど、複数のスタイル機能と書式をテキストボックス内のテキストに適用できます。

リッチテキスト書式の使用

1 デザインウィンドウで、リッチテキスト書式を適用するテキストを含むテキストブロック内のテキス
トを選択します。

2 プロパティパネルで、選択したテキストに適用するテキスト書式設定オプションを選択します。同じ
テキストブロック内の異なるテキストに異なるテキスト書式を適用できます。

3 選択したテキストにカスタム機能を適用するには、次のいずれかのオプションを選択してください。

• 太字（ ）は、太字の書式を適用します。

• 斜体（ ）は、斜体書式を適用します。

• 下線（ ）は、下線の書式設定を適用します。

• フォントファミリーメニューからカスタムフォントファミリーを選択します。

• フォントサイズを選択して、カスタムサイズを適用します。

• カラー（ ）ボタンを選択し、カラーピッカーを使用してカラーまたはスポットカラーを選択する
か、プリセットカラーから選択して OK をクリックします。
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Fiery FreeForm Create でのリッチテキスト書式のインライン適用

リッチテキスト書式は、キャンバス上のテキストオブジェクト内で直接適用できます。インライン編集ワ
ークフローでは、テキストを選択すると表示されるコンテキストツールバーを使用して、バリアブルデー
タレイアウトのスタイル設定をより迅速に行うことができます。

次の点に注意してください。

• リッチテキストダイアログを使用していた以前のバージョンの Fiery FreeForm Create で作成した書類
を開いた場合も、既存の書式設定はすべて保持され、正しく表示されます。その書式設定は、引き続
きインラインで編集できます。

• インラインリッチテキスト編集は、テキストオブジェクトにのみ適用されます。バーコードや画像プ
レースホルダーなどの非テキストオブジェクトは、インライン編集をサポートしていません。

インラインリッチテキスト書式の使用

1 キャンバス上のテキストオブジェクトをクリックして選択し、さらにそのテキストオブジェクト内の
テキストをダブルクリックしてインライン編集モードに入ります。
コンテキスト書式設定ツールバーがテキストオブジェクトの近くに表示されます。

2 書式を設定するテキストを選択します。

メモ：オブジェクト内のすべてのテキストの書式を設定するには、すべてのテキストを選択します。
書式を組み合わせて適用するには、変更する部分のみを選択します。

3 コンテキストツールバーから書式設定オプションを選択します。

• フォントファミリー

• フォントサイズ

• 太字、斜体、または下線

• テキストカラー

• テキスト配置

4 必要に応じて上記の手順を繰り返して、同じオブジェクト内の他のテキスト部分にさらに書式を設定
します。

5 テキストオブジェクトの外側をクリックして、インライン編集モードを終了します。

メモ：書式設定は、書類を保存すると自動的に保持されます。

右から左に記述する言語に対応したバリアブルデータ書類の作成

Fiery FreeForm Create は、バリアブルデータ書類において、ヘブライ語、アラビア語、ペルシア語（ファール
シー語）、ウルドゥー語などの右から左に記述する（RTL）言語をサポートします。RTL テキスト、双方向
（RTL と LTR の混合）コンテンツ、および適切な字形のアラビア文字を使用して、パーソナライズされた印刷
物を作成できます。

メモ：RTL のサポートは、書類の内容にのみ適用されます。Fiery FreeForm Create アプリケーションのインタ
ーフェイスはミラー化されません。
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RTL コンテンツを含むデータソースの準備

列ヘッダを含む RTL テキストが正しくインポートされるように、データソースは正しいエンコーディン
グを使用する必要があります。

1 RTL バリアブルデータを含む Excel または CSV データソースファイルを開くか作成します。

2 ファイルを BOM（バイトオーダーマーク）付きの UTF-8 エンコーディングで保存します。

メモ：RTL コンテンツを確実にインポートするには、BOM 付きの UTF-8 エンコーディングが必要で
す。エンコーディングを自動的に決定できない場合、Fiery FreeForm Create は正しいエンコーディング
を確認するよう求めるプロンプトを表示します。

3 インポートする前に、RTL テキストを含む列ヘッダとセル値の両方がスプレッドシートアプリケーシ
ョンで正しく表示されることを確認してください。

バリアブルテキストフレームのテキスト方向の設定

方向コントロールを使用すると、テキストフレームの段落の流れを右から左、または左から右のどちらに
するかを指定できます。自動言語検出は利用できないため、テキスト方向を明示的に設定する必要があり
ます。

1 書類内のバリアブルテキストフレームを選択します。

2 段落方向を RTL に設定します。

メモ：テキストフレームを RTL に設定すると、テキストは右端に固定され、デフォルトで右揃えにな
ります。

3 テキストフレームに RTL と LTR のコンテンツが混在している場合（たとえば、ヘブライ語のテキスト
に英語の単語、数字、URL などが埋め込まれている場合）、双方向テキストが正しい読み順で表示され
ることを確認します。数字は内部的な左から右への順序を維持しつつ、RTL の流れの中で正しく配置
されます。

RTL レンダリングをサポートするフォントの選択

選択したフォントが、アラビア語やヘブライ語などの RTL 言語の全グリフをサポートしていることを確
認します。アラビア文字を使用する言語では、文字が連結し、文脈に応じた正しい字形（孤立形、語頭
形、語中形、語末形）で表示されるように、特定の OpenType 機能を備えたフォントが必要です。

1 対象の RTL 言語をサポートするフォントを選択します。

メモ：選択したフォントがアラビア文字に必要な OpenType 機能を備えていない場合、Fiery FreeForm
Create は警告を表示します。アラビア文字には、Noto Naskh Arabic、Amiri、Scheherazade New、Adobe
Arabic などのフォントが推奨されます。ヘブライ語には、Noto Sans Hebrew、Noto Serif Hebrew、Frank
Ruhl Libre、David Libre などのフォントが推奨されます。

2 バリアブルテキストフレームにフォントを適用します。

メモ：ウルドゥー語のテキストは Naskh スタイルでレンダリングされます。Nastaliq スタイルはサポー
トされていません。
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PDF 出力のプレビューと生成

デザインプレビューには、最終的な PDF に表示される RTL コンテンツが表示されるため、ジョブをプリ
ンターに送信する前にレンダリングを確認することができます。

1 書類をプレビューして、アラビア語のテキストが連結した筆記体で表示され、ヘブライ語のテキスト
が右から左に流れ、双方向のコンテンツが正しい順序で表示されていることを確認します。

2 RTL テキスト内で、数字、句読点、E メールアドレス、および URL が正しい側に、正しい向きで表示
されることを確認します。

3 PDF 出力を生成します。生成された PDF では、正しいグリフの順序が維持され、すべての位置指定フ
ォント形式が埋め込まれているため、出力ファイル内で RTL テキストを選択、コピー、検索すること
ができます。

イメージの管理

画像プロパティ

バリアブルデータ書類デザインの編集時に使用できるさまざまな画像プロパティの一覧

表 2: 画像プロパティ

変数タイプ 使用可能なプロパティ コントロール 機能

画像 変数 テキストボックス イメージバリアブル名を表

示します。

適合 縦横比固定 イメージバリアブルの元の

比率を使用します。

引き伸ばす 指定したサイズに合わせて

イメージバリアブルを引き

伸ばします。

メモ：この設定では、イメー

ジが歪む可能性があります。

リセット データソースファイルから

インポートした設定にイメ

ージをリセットします。

角度 イメージの角度 イメージの角度を度の単位

で設定します。
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画像の角度を変更する

変数ベースのデザインに追加した画像の方向を変更します。

1 画像変数を配置したページに移動します。

メモ：PDF オブジェクトでは角度設定は使用できません。

2 ページ上の画像をクリックして選択します。
選択すると、中央パネルの変数が、上部から線が伸びた青いボックスで囲まれます。

3 選択ボックスの上部から伸びた青い線の上端にカーソルを移動し、カーソルが十字形になるまでそこに置
きます。

4 クリックして長押しし、画像変数が目的の方向になるまでカーソルをドラッグします。

バーコードの管理

バーコードプロパティ

バリアブルデータ書類デザインの編集時に使用できるさまざまなバーコードプロパティの一覧

表 3: バーコードプロパティ

変数タイプ 使用可能なプロパティ コントロール 機能

バーコード 変数 テキストボックス バーコード変数名を表示し

ます。

バーコード スタイルを適用するメニュ

ー

スタイルマネージャーで作

成したローカルスタイルま

たはグローバルスタイルか

ら選択します。

タイプ 使用可能なバーコードタイ

プから選択します。

データソースファイルに含

まれているバーコード変数

と一致するようにバーコー

ドタイプを設定します。

メモ：代替タイプとして選択

できるのは、データソース列

の最初のセルのデータが対

応している形式のみです。
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変数タイプ 使用可能なプロパティ コントロール 機能

バーコードのスタイリング バーコードタイプによって、

次のオプションを設定でき

ます。

• バーコードカラー

• バーコードのテキストカ
ラー

• バーコードとテキストカ

ラー

• バーコードの背景カラー

カラーピッカータブまたは

スポットカラータブを使用

して、バーコードまたはバー

コードテキストのカラーを

選択します。

メモ：色はカラーパレットツ

ールを使用して CMYK、

HSL、Hex、RGB で選択する

か、カスタムスポットカラー

を追加することによって選

択できます。

カラー選択ウィンドウのス
ポットカラータブにあるイ

ンポートアイコンをクリッ

クして、Adobe Swatch
Exchange（.ase）形式または

Color Exchange Format（.cxf）
形式でカスタムスポットカ

ラーをインポートします。

色を選択しカラー追加をク

リックして、色をプリセット
カラーとして保存します。

透明な背景切り替えボタン このオプションに対応して

いるバーコードタイプに透

明な背景を適用する場合に

選択します。

バーテキスト テキストを表示切り替えボ

タン

バーコードと共に表示され

るテキストを表示します。

拡大縮小 • X 軸

• Y 軸

X 軸と Y 軸のバーコード変

数の倍率を変更します。

バーコードの方向を変更する

変数ベースのデザインに追加したバーコードの方向を変更します。

メモ：バーコードの方向の設定は、QR コードを除くすべてのバーコード形式に適用されます。QR コードで
は回転はサポートされていません。

1 バーコード変数を配置したページに移動します。

2 ページ上のバーコードをクリックして選択します。
選択すると、中央パネルの変数が、上部から線が伸びた青いボックスで囲まれます。
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3 選択ボックスの上部から伸びた青い線の上端にカーソルを移動し、カーソルが十字形になるまでそこに置
きます。

4 クリックして長押しし、バーコードが目的の方向になるまでカーソルをドラッグします。

メモ：バーコードは 90°単位でのみ回転します。

5 バーコードのサイズを小さくするには、サイズの値を変更します。

6 バーコードのスケールを大きくするには、スケールの値を増やします。

バーコードへのカラーの適用

バーコード、バーコードテキスト、およびバーコード背景に固有のカラーまたはスポットカラーを適用できま
す。

1 バーコード変数を配置したページに移動します。

2 ページ上のバーコードをクリックして選択します。
プロパティパネルにバーコードスタイル設定が表示されます

3 次のいずれかのカラー選択オプションを選択します。

• カラーピッカー：バーコードカラー、バーコードテキストカラー、およびバーコード背景カラーに個別
のカラーオプションを指定します。

カラーを適用するバーコードの横にあるカラーボックスをクリックし、カラーピッカーを使用してカラ
ーの選択、CMYK 値の指定、またはプリセットカラーから選択し、選択したバーコード要素にカラーを
割り当てます。

• スポットカラー：スポットカラーグループを指定し、バーコードとバーコードテキストの両方に適用す
るスポットカラーを選択します。

バーコードおよびテキストカラーの横にあるカラーボックスをクリックし、スポットカラーグループを

選択するか、新規グループをインポート（ ）を選択してバーコードおよびバーコードテキストに適
用するスポットカラーを選択します。

4 OK をクリックします。

スマートバーコード検出

FreeForm Create では、データソースの列ヘッダーにあるバーコードタイプ名を自動的に認識し、マスターファ
イルにバーコードを追加した際に正しいバーコードタイプが選択されます。

1 データソースのバーコード列ヘッダーにバーコードタイプを指定します。サポートされているバーコード
タイプ形式コードの一覧は、「付録：サポートされているバーコードタイプ」を参照してください。
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2 デザインウィンドウで、ナビゲーションパネルからバーコード要素を選択し、デザイン上にドラッグしま
す。

プロパティパネルのタイプで正しいバーコードタイプが自動的に選択されます。

メモ：データソースでバーコードタイプ名を指定していない場合でも、ページにバーコードを追加すると
きに FreeForm Create が初期データ検証を実行し、一致する可能性があるバーコードタイプのみをタイプリ
ストに自動的に表示します。目的のバーコードタイプ名の先頭文字を入力すると、その文字で始まるセク
ションに自動的にジャンプできます。

3 プロパティパネルのテキスト表示切り替えスイッチを設定すると、バーコードテキストの表示/非表示を切
り替えることができます。

スタイルマネージャー

スタイルマネージャーでは、テキストスタイルと QR コードスタイルのローカルまたはグローバルライブラリ
を作成して、すばやく一貫したパーソナライゼーションを実現できます。

スタイルの作成と保存

変数ベースのデザインで、新しいスタイルを作成して保存します。

1 プロパティパネルでスタイルマネージャーをクリックします。

スタイルマネージャーウィンドウが表示されます。

2 作成するスタイルに応じて、次のいずれかのタブを選択し、テキストスタイルまたは QR コードスタイル
を作成します。

• テキストスタイル：新しいテキストスタイルを作成します。

• QR コードスタイル：新しい QR コードスタイルを作成します。

3 スタイルを現在のデザインにのみ保存するか、任意のデザインで使用できるようにするかを、次のいずれ
かから選択します。

• ローカル：スタイルを現在のデザインにのみ保存します。

• グローバル：現在のコンピューターで作成されるすべてのデザインでスタイルを使用できるようにしま
す。

4 スタイルマネージャーウィンドウで新しいスタイルの追加をクリックします。プロパティパネルのスタイ
ル名フィールドでスタイルのデフォルト名を変更できます。

5 プロパティパネルで、テキストスタイルまたは QR コードスタイルに適用するプロパティを選択します。

6 デザインの選択が完了したら、 保存をクリックします。

Fiery FreeForm Create でのスタイルのエクスポートとインポート

カスタムスタイルをポータブルファイルにエクスポートして同僚と共有したり、ファイルからスタイルをイン
ポートして別のワークステーションで再利用したりできます。スタイルはファイルとして共有され、クラウド
接続は必要ありません。
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スタイルは、テキストや QR コードの書式設定属性の再利用可能なセットを定義します。ローカルスタイルと
グローバルスタイルの両方をエクスポートおよびインポートできます。

スタイルのエクスポート

エクスポートを行うと、1 つ以上のローカルスタイルまたはグローバルスタイルがポータブルファイルに
保存されます。これは別のワークステーションに転送したり、他のユーザーと共有したりできます。

1 スタイルマネージャーから、エクスポートするスタイルを選択します。

2 スタイルをエクスポートを選択します。

3 ファイル名と保存先を指定します。

4 保存をクリックします。

スタイルのインポート

インポートすると、以前にエクスポートしたスタイルファイルから保存したスタイルがワークスペースに
追加されます。インポートされたスタイルは、元のローカルまたはグローバルスコープの指定を維持しま
す。

1 スタイルマネージャーから、スタイルをインポートを選択します。

2 インポートするスタイルファイルを参照し、スタイルを選択して開くをクリックします。

ローカルスタイルとグローバルスタイルを変換

カスタムスタイルの適用範囲を、ローカル（書類単位）とグローバル（アプリケーション全体）の間で、いつ
でも切り替えることができます。

ローカルスタイルをグローバルスタイルに変換

1 スタイルマネージャーで、グローバルスタイルに変換するローカルスタイルを選択します。

2 このスタイルをグローバルスタイルに変換（ ）ボタンをクリックします。

グローバルスタイルをローカルスタイルに変換

1 スタイルマネージャーで、ローカルスタイルに変換するグローバルスタイルを選択します。

2 このスタイルをローカルスタイルに変換（ ）ボタンをクリックします。
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スタイルの複製

既存のスタイルを複製して、別の類似スタイルを作成するための基礎として使用できます。

1 スタイルマネージャーで、複製するスタイルを選択します。

2 スタイルを複製（ ） ボタンをクリックします。
FreeForm Create は、選択したスタイルと同じプロパティを持つ新しいスタイルを追加し、スタイル名に-
Copyを付加します。

文字スタイルのプロパティ

次の表に、新しいテキストスタイルを作成するときに使用できるテキストスタイルのプロパティを示します。

表 4: 文字スタイルのプロパティ

プロパティグループ 使用可能なプロパティ コントロール 機能

タイポグラフィ スタイル名 テキストボックス テキストスタイルの名前を

指定します。

フォントファミリー メニュー 使用可能なフォントファミ

リーを一覧表示します

フォントスタイル メニュー 一部のフォントファミリー

で使用できるフォントスタ

イルを一覧表示します。

フォントサイズ 数値ボックス フォントサイズをポイント

単位で指定します。

行の高さ 数値ボックス テキストの行間をポイント

で指定します。

角度 数値ボックス テキストを反時計回りに回

転させる角度を度単位で指

定します。

位置揃え 位置揃えアイコン テキストを左、中央、または

右に揃えます。

テキスト装飾 下線アイコン 下線など、使用可能なテキス

ト装飾を指定します。

テキスト変換 テキストケースアイコン 大文字、小文字、タイトルケ

ースの間でテキストケース

を変更します。

表示 テキストカラー カラーピッカー カラーピッカーを使用して

カラーを指定するか、スポッ

トカラーを指定します。
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プロパティグループ 使用可能なプロパティ コントロール 機能

背景色 カラーピッカー テキストの周囲のスペース

に適用するカラーを指定し

ます。

余白 数値ボックス テキストの外側に背景をど

の程度拡張するかを、ポイン

ト単位で指定します。

QR コードスタイルのプロパティ

次の表に、新しい QR コードスタイルを作成する際に使用できる QR コードスタイルのプロパティを示しま
す。

表 5: QR コードスタイルのプロパティ

プロパティグループ サブグループ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 機能

一般 なし スタイル名 テキストボックス QR コードスタイルの

名前を指定します。

表示 QR デザイン QR コード要素の形状 QR コードの形状メニ

ュー

QR コードを構成する

QR ドット、コーナー

フレーム、コーナード

ットの形状スタイル

を指定します。詳細

については、QR デザ
イン形状のプロパテ
ィを参照してくださ

い。

QR カラー QR コード要素カラー カラーピッカー QR コード要素に適用

するカラーを指定し

ます。

ロゴを挿入 画像をアップロード ボタン クリックして、QR コ

ードの中央に配置す

る画像ファイルを選

択します。

画像サイズ スライドコントロー

ル

左右に調整して、画像

を拡大または縮小し

ます。

ロゴの背景 切り替えボタン クリックすると、ロゴ

の白い背景が不透明

になり、画像の周りに

空白が作成されます。

選択していない場合

は、ロゴの背景は透明

になります。
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プロパティグループ サブグループ 使用可能なプロパテ

ィ

コントロール 機能

余白 数値ボックス 中央画像のサイズを

縮小することで、中央

画像の外側に背景を

どの程度拡張するか

を、ポイント単位で指

定します。

背景オプション 背景 切り替えボタン クリックすると、背景

設定がアクティブに

なります。

余白 数値ボックス QR コードの外側に背

景設定をどの程度拡

張するかを、ポイント

単位で指定します。

ソリッド ラジオボタン 単色の背景色を指定

します。

カラーピッカー QR コードの背景に適

用する背景色または

スポットカラーを指

定します。

グラデーション ラジオボタン QR コードの背景に適

用するカラーグラデ

ーションを指定しま

す。

グラデーションピッ

カー

QR コードの背景に適

用するカラーグラデ

ーションのプロパテ

ィを指定します。詳

細については、QR コ

ード要素にカラーグ

ラデーションを適用

するを参照してくだ

さい。
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QR デザイン形状のプロパティ

次の表に、新しい QR コードスタイルを作成する際に使用できる QR コードスタイルのプロパティを示し
ます。

表 6: QR デザイン形状のプロパティ

プロパティグループ サブグループ 使用可能なプロパティ スタイルの例

図形 QR ドット 四角

角丸

ドット

クラシック

クラシック(角丸)

特大の角丸

コーナーフレーム 円
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プロパティグループ サブグループ 使用可能なプロパティ スタイルの例

四角

特大の角丸

角丸

ドット

クラシック

クラシック(角丸)

コーナードット 円

四角

特大の角丸

角丸

ドット
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プロパティグループ サブグループ 使用可能なプロパティ スタイルの例

クラシック

クラシック(角丸)

QR コード要素にカラーグラデーションを適用する

カラーグラデーションを指定して、QR コードのドット、コーナーフレーム、コーナードット、背景塗り
に適用できます。グラデーション塗りを使用すると、2 つ以上のカラーまたはストップの間でなめらかに
カラーが変化する塗りを作成できます。任意の数のストップを指定でき、各ストップ間のペアでなめらか
な遷移が作成されます。

1 スタイルマネージャーの QR コードプロパティウィンドウで、表示の QR カラーを選択します。

2 QR ドット、コーナーフレーム、コーナードットのいずれかでグラデーションを選択します。

メモ：すべての要素に同じカラーを使用するを選択すると、すべての QR コード要素に同一のカラーグ
ラデーションを適用できます。

3 サンプルグラデーションをクリックしてグラデーションエディターを開き、グラデーション設定を指
定します。

4 タイプで、次のいずれかのオプションを選択します。

• 線形は、1 つのカラーから別のカラーへ直線的に変化するグラデーションを作成します。線形グラデ
ーションでは、回転を設定して水平方向を基準に時計回りに 0～360 度の範囲でグラデーションを回
転できます。

• 放射状を選択すると、最初のストップで指定した中心の 1 色から、他のストップで指定する周囲の
カラーに向かって、円形に外側へ放射状に広がるグラデーションを作成します。

5 グラデーションのカラーを指定するには、まずグラデーションの両端にあるボックスのいずれかを選
択してカラーピッカーを開きます。

6 カラーピッカーボックス内をクリックしてカラーを指定するか、カラーモデルを選択してカラー値を
直接入力します。

メモ：+ カラーの追加を選択すると、そのカラーをプリセットカラーとして保存できます。プリセッ
トカラーは最大 12 色まで保存できます。

7 グラデーションの端点ボックスをスライドして、グラデーションの色が変化する割合を調整します。

8
プラスボタン（ ）をクリックして、グラデーションにカラーを追加します。

9 各カラーの位置は、0～100 の数値を入力して、グラデーション内での配置を直接指定できます。

10 ごみ箱アイコン（ ）をクリックすると、グラデーションからそのカラーを削除できます。

11 + プリセットの追加を選択して、現在のグラデーションをプリセットグラデーションとして保存でき
ます。グラデーションプリセットは最大 9 件まで保存できます。

12 デザインの選択が完了したら、 OK をクリックします。
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すべてのページにコピー

バリアブルデータ書類デザインのすべてのマスターページにバリアブルオブジェクトをコピーします。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開きます。

2 イメージ、PDF ファイル、バーコード、カスタムテキストなど、デザイン内の各レコードのマスターペー
ジごとに表示するバリアブル要素を右クリックします。

3 すべてのページにコピーを選択します。

メモ：このオプションは、マスターファイルに複数のページがある場合にのみ表示されます。

バリアブルフィールドの奇数ページまたは偶数ページへの貼り付け

複数ページのマスター書類を操作する場合、奇数ページまたは偶数ページすべてにわたってバリアブルフィー
ルドを自動的に複製できます。

1 デザインウィンドウで、コピーするバリアブルフィールドを 1 つ以上選択します。

2 選択したフィールドを右クリックし（または編集メニューを開き）、次のいずれかを選択します。

• 奇数ページに貼り付け：バリアブルフィールドを、1、3、5、7...ページ上の正確な X 座標および Y 座標
の位置に貼り付けます。

• 偶数ページに貼り付け：バリアブルフィールドを、2、4、6、8...ページ上の正確な X 座標および Y 座標
の位置に貼り付けます。

メモ：すべてのフィールドプロパティ、フォントスタイル、データソースのバインディングは、ターゲッ
トページでも保持されます。

バリアブルフィールドの削除

バリアブルデータ書類のデザインでページからバリアブルフィールドを削除します。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開きます。

2 ナビゲーションバーを使用して、変数を削除するページに移動します。

3 そのページで、削除するバリアブルフィールドをクリックします。

4 次のいずれかを行います。

• 削除（ ）をクリックする

• Delete キーを押す

• 右クリックして削除を選択する
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バリアブルフィールドの複製

バリアブルデータ書類のデザインでページからバリアブルフィールドを複製します。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開きます。

2 ナビゲーションバーを使用して、変数を複製するページに移動します。

3 そのページで、複製するバリアブルフィールドをクリックします。

4 次のいずれかを行います。

• 複製（ ）をクリックする

• 右クリックして複製を選択する

マルチ-up マスターを使用する

コンテンツをグループ化し、グループ化したコンテンツをコピーして貼り付けることによって、レイアウトに
複数のレコードが含まれるマスターレイアウト書類を作成できます。グループ化されたコンテンツが貼り付
けられるたびに、データソース内の次のレコードが自動的に選択されます。レイアウトで複数のグループを使
用できます。グループを選択すると、そのグループに関連付けられているグループ番号とレコード番号が プ
ロパティパネルに表示されます。

1 デザインウィンドウで、レコード用にグループ化するすべてのオブジェクトを選択します。Shift キーを押
しながら各オブジェクトをクリックするか、領域をドラッグして複数のオブジェクトを選択できます。

2 グループ化されたコンテンツをコピーするには、次のいずれかを行います。

• 右クリックして複製を選択します。

• ファイル > コピーを選択します。

3 グループ化されたコンテンツを貼り付けてマスターレイアウトで新しいレコードとして使用するには、次
のいずれかの操作を行います。

• 右クリックして貼り付けを選択します。

• ファイル > 貼り付けを選択します。

貼り付けられた各グループは、データソースの次のレコードデータセットを使用します。ページ上のレコ
ードの順序は、グループ化されたオブジェクトの配置順序に対応します。

バリアブルオブジェクトの順序を定義する

バリアブルオブジェクトを前後に移動して、デザイン内でのオブジェクトの表示順を制御します。

1 デザインウィンドウで、バリアブルオブジェクトを選択します。

Fiery FreeForm Create v2.5
バリアブルデータ書類ワークフロー

44



2 バリアブルオブジェクトを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• 最前面に移動

• 前方に移動

• 最背面に移動

• 後方に移動

3 デザイン内の任意の場所で選択範囲の外側をクリックすると、変更を適用してすべてのレイヤーオブジェ
クトを再描画します。

変数ベースのデザインをプレビューする

印刷する前に、バリアブルデータ書類ワークフローで、変数とマスター書類を組み合わせた結果を調べます。

1 バリアブルデータ書類のデザインを開くか作成します。

2 プレビューをクリックします。

3 プレビューパネルの下部にあるコントロールバーを使用して、変数ベースデザインのページをページ単位
で移動します。前のレコードまたは次のレコードへ移動するには、前のレコードおよび次のレコードの矢
印ボタンを使用します。

メモ：ページナビゲーションバーを右クリックしてコンテキストメニューを開き、フローティング表示ま
たは下部に固定のいずれかを選択することで、ワークスペース内でのツールバーの位置をカスタマイズで

きます。ツールバーをフローティング表示に設定した場合、 ボタンを押してドラッグするとコントロ
ールバーを移動できます。Fiery FreeForm Create では、ページフッターツールバーをフローティング表示ま
たは固定すると、設定が自動的に保存され、アプリケーションを再起動してもその位置が保持されます。

4 左側のパネルでレコードを選択して、そのレコードを使用するデザインをプレビューします。

メモ：左側のパネルにあるフィルターを使用して、レコードの検索結果を絞り込みます。すべての変数が
正しく表示されるように、最長レコードと最短レコードで絞り込みます。

5 プレビューを調べます。

をクリックするとズームイン、 をクリックするとズームアウトできます。
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デザインの保存
FreeForm Create は、アプリケーションウィンドウのタイトルバーにアスタリスクを表示し、保存ボタンを有効
にすることで、デザインに未保存の変更があることを示します。未保存の変更がない場合、アスタリスクは表
示されず、保存ボタンは無効になります。

1 保存をクリックします。

2 ファイルの場所を選択します。

メモ：保存と名前を付けて保存のウィンドウは、前回の保存操作で使用した最後のフォルダーを自動的に
開きます。

3 ファイルの名前を入力します。

4 保存をクリックします。
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Fiery サーバーにデザインを送信する
デザインを Fiery サーバーに送信して印刷します。FreeForm Create は設定を記憶し、次回の印刷時にも同じ設
定が選択されます。

以下の点に留意してください。

• Fiery サーバーに初めてデザインを送信する場合は、その Fiery サーバーのサーバーアドレスまたはサーバ
ー名、ユーザー名、パスワードが必要です。Fiery のシステム管理者ユーザー名は Adminで、システム管
理者パスワードが必要です。

• 編集が完了している必要があります。

1 Fiery サーバーに送信をクリックします。

2
既存の Fiery サーバーを選択するか、Fiery 追加（ ）をクリックして新しい Fiery サーバーを追加しま
す。

3 Fiery サーバーウィンドウで、Fiery サーバーのサーバーアドレスまたはサーバー名、ユーザー名、パスワ
ードを入力します。

4 ログインをクリックします。

5 オプション: 設定リストから適切な設定を選択します。

6 メモ：Fiery FreeForm Plus を使用してファイルを処理チェックボックスは、FS400 以降の Fiery サーバーで
のみ使用でき、デフォルトで選択されています。

FS400 以降の Fiery サーバーでは、特定のジョブの処理に予想以上の時間がかかる場合があります。この場
合は、印刷前に Fiery FreeForm Plus を使用してファイルを処理チェックボックスをオフにすると、従来の
FreeForm 出力を使用して処理を高速化できます。

7 処理後待機をクリックするか、リストから Fiery サーバーの別のジョブアクションを選択します。

次のジョブアクションから選択します。

• 処理後待機：ファイルを処理して待機キューに入れます。

• 待機：ファイルを待機キューに入れます。

• 印刷：ファイルを印刷します。

• 印刷後待機：ファイルを印刷して待機キューに入れます。

Fiery XF サーバーにデザインを送信する

デザインを Fiery XF サーバーに送信して印刷できます。

Fiery FreeForm Create は、Fiery XF 9.0 以降をサポートしています。
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1 Fiery サーバーに送信をクリックします。

2 既存の Fiery XF サーバーを選択するか、Fiery サーバー追加をクリックして新しい Fiery XF サーバーを追加
します。

3 Fiery サーバーウィンドウで、Fiery XF サーバーのサーバーアドレス、ユーザー名、パスワードを入力しま
す。

4 ログインをクリックします。

5 接続されているプリンター、ワークフロー、用紙を選択します。

6 全レコードを印刷するか、選択した範囲を印刷するか、バッチ印刷（指定した数のレコードやアイテムを
1 つのバッチとして印刷）するかを選択します。

7 プリンターに送信をクリックします。

単一レコードの PDF プレビューを保存する

単一のレコードをソフト校正 PDF プレビューとして保存できます。

1 デザインを開くか作成します。

2 プレビューをクリックします。

3 レコードをクリックして PDF プレビューとして保存します。

4 次のいずれかの操作を行います。

• PDF プレビュー（ ）をクリックします。

• ファイル > エクスポートを選択します。

5 PDF プレビューを保存する場所を指定します。

6 PDF プレビューの名前を指定し、保存をクリックします。

FreeForm Create は、指定されたレコードから PDF プレビューを保存します。

レコード範囲を Fiery サーバーに送信する

Fiery サーバーに印刷するレコードを選択できます。

1 Fiery サーバーに送信をクリックします。

2
既存の Fiery サーバーを選択するか、Fiery 追加（ ）をクリックして新しい Fiery サーバーを追加しま
す。

3 範囲選択ボタンをクリックします。

4 レコード範囲を指定します。レコード番号やレコード範囲を複数指定する場合はカンマで区切ります。

Fiery FreeForm Create v2.5
Fiery サーバーにデザインを送信する

48



5 オプション: 設定リストから適切な設定を選択します。

6 処理後待機をクリックするか、リストから Fiery サーバーの別のジョブアクションを選択します。

次のジョブアクションから選択します。

• 処理後待機：ファイルを処理して待機キューに入れます。

• 待機：ファイルを待機キューに入れます。

• 印刷：ファイルを印刷します。

• 印刷後待機：ファイルを印刷して待機キューに入れます。

FreeForm Create は指定されたレコードを Fiery サーバーに送信します。

小さいバッチで Fiery サーバーにデザインを送信する

Fiery サーバーに小規模なジョブのバッチでデザインを送信して印刷できます。これは、非常に大きいデザイ
ンを送信する場合に便利です。

1 Fiery サーバーに送信をクリックします。

2
既存の Fiery サーバーを選択するか、Fiery 追加（ ）をクリックして新しい Fiery サーバーを追加しま
す。

3 バッチサイズボタンをクリックします。

4 各バッチに印刷するレコードの数を指定します。

5 オプション: 設定リストから適切な設定を選択します。

6 処理後待機をクリックするか、リストから Fiery サーバーの別のジョブアクションを選択します。

次のジョブアクションから選択します。

• 処理後待機：ファイルを処理して待機キューに入れます。

• 待機：ファイルを待機キューに入れます。

• 印刷：ファイルを印刷します。

• 印刷後待機：ファイルを印刷して待機キューに入れます。

FreeForm Create では、指定されたレコード数を使用してジョブが複数のジョブに分割されます。
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FreeForm Create を使用する Fiery サーバーを管理
する
FreeForm Create で使用している Fiery サーバーを追加および削除できます。

1 Fiery サーバーに送信をクリックします。

2

Fiery サーバーを追加または削除するには、Fiery サーバーの管理（ ）をクリックします。

FreeForm Create から印刷する Fiery サーバーを追加する

FreeForm Create から印刷する Fiery サーバーを追加できます。

以下の点に留意してください。

• Fiery サーバーに初めてデザインを送信する場合は、その Fiery サーバーのサーバー名またはサーバーアド
レス、ユーザー名、パスワードが必要です。Fiery サーバーのシステム管理者ユーザー名は Adminで、シ
ステム管理者パスワードが必要です。

• 編集が完了している必要があります。

1
Fiery 追加（ ）をクリックして、新しい Fiery サーバーを追加します。

2 Fiery サーバーのサーバー名またはサーバーアドレス、ユーザー名、パスワードを入力します。

3 ログインをクリックします。

FreeForm Create で使用されている Fiery サーバーを削除する

FreeForm Create で使用されている Fiery サーバーを削除できます。

1
削除する Fiery サーバーのアドレスの横にある削除（ ）をクリックします。

2 はいをクリックして、選択した Fiery サーバーの削除を確認します。

Fiery FreeForm Create v2.5
FreeForm Create を使用する Fiery サーバーを管理する
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付録：サポートされているバーコードタイプ
次の表に、自動書式設定サポートに使用するバーコードタイプコードと、各バーコードタイプの説明を示しま
す。

表 7: サポートされているバーコードタイプ

データソースの列ヘッダーで使用する名前 FreeForm Create バーコードリスト内での名前

auspost AusPost 4 State Customer Code

azteccode Aztec Code

aztecrune Aztec Runes

bc412 BC412

coop2of5 COOP 2 of 5

channelcode Channel Code

rationalizedCodabar Codabar

codablockf Codablock F

code11 Code 11

code128 Code 128

code16k Code 16K

code2of5 Code 25

code39 Code 39

code39ext Code 39 Extended

code49 Code 49

code93 Code 93

code93ext Code 93 Extended

codeone Code One

azteccodecompact Compact Aztec Code

Fiery FreeForm Create v2.5
付録：サポートされているバーコードタイプ
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データソースの列ヘッダーで使用する名前 FreeForm Create バーコードリスト内での名前

pdf417compact Compact PDF417

raw Custom 1D symbology

daft Custom 4 state symbology

datamatrix Data Matrix

datamatrixrectangular Data Matrix Rectangular

datamatrixrectangularextension Data Matrix Rectangular Extension

datalogic2of5 Datalogic 2 of 5

identcode Deutsche Post Identcode

leitcode Deutsche Post Leitcode

dotcode DotCode

ean13 EAN-13

ean13composite EAN-13 Composite

ean14 EAN-14

ean2 EAN-2 (2 digit addon)

ean5 EAN-5 (5 digit addon)

ean8 EAN-8

ean8composite EAN-8 Composite

flattermarken Flattermarken

gs1-cc GS1 Composite 2D Component

gs1datamatrix GS1 Data Matrix

gs1datamatrixrectangular GS1 Data Matrix Rectangular

databarexpanded GS1 DataBar Expanded

databarexpandedcomposite GS1 DataBar Expanded Composite

databarexpandedstacked GS1 DataBar Expanded Stacked

databarexpandedstackedcomposite GS1 DataBar Expanded Stacked Composite

databarlimited GS1 DataBar Limited

Fiery FreeForm Create v2.5
付録：サポートされているバーコードタイプ

52



データソースの列ヘッダーで使用する名前 FreeForm Create バーコードリスト内での名前

databarlimitedcomposite GS1 DataBar Limited Composite

databaromni GS1 DataBar Omnidirectional

databaromnicomposite GS1 DataBar Omnidirectional Composite

databarstacked GS1 DataBar Stacked

databarstackedcomposite GS1 DataBar Stacked Composite

databarstackedomni GS1 DataBar Stacked Omnidirectional

databarstackedomnicomposite GS1 DataBar Stacked Omnidirectional Composite

databartruncated GS1 DataBar Truncated

databartruncatedcomposite GS1 DataBar Truncated Composite

gs1dldatamatrix GS1 Digital Link Data Matrix

gs1dlqrcode GS1 Digital Link QR Code

gs1dotcode GS1 DotCode

gs1northamericancoupon GS1 North American Coupon

gs1qrcode GS1 QR Code

gs1-128 GS1-128

gs1-128composite GS1-128 Composite

hibcazteccode HIBC Aztec Code

hibccodablockf HIBC Codablock F

hibccode128 HIBC Code 128

hibccode39 HIBC Code 39

hibcdatamatrix HIBC Data Matrix

hibcdatamatrixrectangular HIBC Data Matrix Rectangular

hibcmicropdf417 HIBC MicroPDF417

hibcpdf417 HIBC PDF417

hibcqrcode HIBC QR Code

hanxin Han Xin Code

Fiery FreeForm Create v2.5
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データソースの列ヘッダーで使用する名前 FreeForm Create バーコードリスト内での名前

iata2of5 IATA 2 of 5

isbn ISBN

ismn ISMN

issn ISSN

itf14 ITF-14

industrial2of5 Industrial 2 of 5

interleaved2of5 Interleaved 2 of 5 (ITF)

code32 Italian Pharmacode

japanpost Japan Post 4 State Customer Code

msi MSI Modified Plessey

mands Marks & Spencer

matrix2of5 Matrix 2 of 5

maxicode MaxiCode

microqrcode Micro QR Code

micropdf417 MicroPDF417

symbol Miscellaneous symbols

pdf417 PDF417

pharmacode Pharmaceutical Binary Code

pzn Pharmazentralnummer (PZN)

plessey Plessey UK

posicode PosiCode

qrcode QR Code

rectangularmicroqrcode Rectangular Micro QR Code

kix Royal Dutch TPG Post KIX

royalmail Royal Mail 4 State Customer Code

mailmark Royal Mail Mailmark

Fiery FreeForm Create v2.5
付録：サポートされているバーコードタイプ

54



データソースの列ヘッダーで使用する名前 FreeForm Create バーコードリスト内での名前

sscc18 SSCC-18

swissqrcode Swiss QR Code

telepen Telepen

telepennumeric Telepen Numeric

pharmacode2 Two-track Pharmacode

upca UPC-A

upcacomposite UPC-A Composite

upce UPC-E

upcecomposite UPC-E Composite

onecode USPS Intelligent Mail

planet USPS PLANET

postnet USPS POSTNET

ultracode Ultracode

Fiery FreeForm Create v2.5
付録：サポートされているバーコードタイプ
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